
 

メールマガジン原稿 272 号 (2019/11/05 版) 

 
いつもお世話になっております。 
カウンセリングストリート株式会社です。 
今月のメールマガジンをお送りします。 
是非お読みいただき、皆さまの業務の参考にしていただければ幸いです。 
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１．ストレスチェックテスト後の組織分析を活用する 
◇━━━━━━━‥‥・・・・・・・‥‥━━━━━━━━◇ 
 

先月ご紹介した「平成 30 年 労働安全衛生調査（実態調査）」によると、ストレス 

チェック後の集団分析など職場環境等の評価及び改善に取り組んでいる企業は、事 

業所規模 50 人以上で 50％以上、事業所規模が大きくなるほど割合が高くなり、1000 

人以上では 84.7％の事業所が職場環境等の評価改善に取り組んでいるという結果 

でした。 

 

数値を見るとかなり高い印象ですが、その取り組みは十分に効果のあるものになっ 

ていますでしょうか。 

 

改正労働安全衛生法の指針では「ストレスチェック結果を一定規模の集団ごとに集 

計・分析させ、当該集団の労働者の心理的な負担を軽減するための措置を講ずるよ 

う努めなければならない」としています。 

 

しかし、実際には何をしたらいいのか、どのように対策を取るべきか、具体的な方 

法がわからないとお困りの会社様も多いのではないでしょうか。 

 

効果的な職場改善のためには、そもそも改善点がわかりやすい組織分析が必要です。 

また、そのような組織分析ができるストレスチェックテストが必要です。 

さらに、実効性のある組織改善にするためには、改善の主体となる管理監督者にし 

っかりと問題意識を持っていただき、実際に行動に移していただかなければなりま 

せん。 

 

弊社ストレスチェックテストは、改善点をはっきりと把握できるテスト構成にして 

おり、組織分析結果も改善に取り組みやすいよう工夫をしています。 

また、ご希望いただいた会社様には、会社ごとの結果に基づいた組織改善プログラ 



ムをご用意し、ワークショップを中心とした研修と、研修後一年間のフォローをし 

ていく仕組みをご提供します。 

 

（組織改善プログラムの概要） 

・一年を通し改善に取り組むプログラム 

・会社様の最新組織分析結果を反映した課題設定 

・現場のキーマンである管理職自らが改善行動を策定 

・改善行動や問題意識を維持継続させるための仕掛け 

 

組織改善プログラムにつきましては、無料体験会もご用意しております。 

 

組織改善プログラムの詳細およびオリジナルストレスチェックテスト my-Mental 

について、詳しくお知りになりたい方はぜひ弊社担当にご連絡いただくか、このメ 

ールにご返信ください。 

 

 

◇━━━━━━━‥‥・・・・・・・‥‥━━━━━━━━◇ 

２．組織改善プログラム無料体験会・リリース記念キャンペーンのお知らせ 

◇━━━━━━━‥‥・・・・・・・‥‥━━━━━━━━◇ 
 
 

◆組織分析を活かす！《発症予防のための組織改善プログラム》体験会のご案内◆ 

 

ストレスチェック制度義務化から 4年目。 

次のようなお悩みを抱えるご担当者様が増えています。 

 ・組織分析をどのように活かしたら良いのか... 

 ・一体どこから手をつければ良いのだろう... 

 ・そもそも組織改善が必要なの?... 

 

背景はさまざま。 

 ・そろそろ実効性を求めたい 

 ・経営陣から次のステップを求められている 

 ・経年比較で数値が悪化している 

 ・改善策だけは今のうちに構想を立てておきたい 

 ・働き方改革対策の一環としても発症者を減らしたい  など 

 

そうした皆さまの悩みに応えるべく、 

組織分析結果に連動した、ストレスチェック受託会社ならではの 

《発症予防のための組織改善プログラム》をリリースしました。 

 

**************************************** 

発症予防のための組織改善プログラムとは？ 

**************************************** 

☆目的 

 １．発症予防がプログラムの目標である事を理解する 

 ２．組織分析から改善すべき職場環境を把握・原因分析する 

 ３．改善すべき職場環境に最適な具体的対策を計画・実行・管理（維持継続） 

する 

☆特色 

 １．「組織分析は出た。さてどうする？」に応えるプログラムです 

    >>>研修ではありません。発症予防のため一年を通し取り組むプログラム 

です 

 ２．最新組織分析で分かった「今そこにある」「最優先の」課題を取り扱います 

    >>>貴社オリジナルプログラムになります 

 ３．現場キーマン管理職自らが現場状況に照らし原因分析&対策を考案 

    >>>貴社に最適かつ実践的な改善行動計画を策定します 

 ４．受講者参加型ワークショップで「現場の知恵/経験」を共有 

    >>>効果の最大化を図ります 

 ５．計画進捗状況を見える化＆情報共有 



    >>>意識や行動を維持継続させるための仕掛けがポイントです 

 ６．次回組織分析で効果測定 

    >>>明白な効果測定ができます 

 （詳しくは弊社担当コンサルタントにお問い合わせください） 

 

このプログラムの体験会を 2020 年 1 月に開催。 

ストレスチェック制度の実効性が求められる今、 

「組織分析を活かす」ため是非ご参加検討ください。 

 

【東京】 

  日時：1月 21 日（火）13：30～15：30 

  場所：酔心興栄ビル 2F 東京都港区西新橋 1-9-5 

     銀座線「虎ノ門」駅徒歩 3分、三田線「内幸町」駅徒歩 3分 

     新橋」駅徒歩 8分 

【大阪】 

  日時：1月 29 日（水）13：30～15：30 

  場所：大阪市立青少年センター（KOKO PLAZA） 

     御堂筋線新大阪駅 中改札 徒歩 10 分 

【名古屋】 

  日時：1月 28 日（火）13:30～15:30 

  場所：名古屋市中小企業振興会館（吹上ホール） 

     桜通線吹上駅 5 番出口 徒歩 5分 

 

参加ご希望の場合、貴社担当コンサルタントに直接ご連絡いただくか、 

magazine@counseling.st 宛てに、 

ご希望の都市名(東京／大阪／名古屋)、講座名（組織改善プログラム）と 

貴社名・部署・お名前・電話番号 をご連絡ください。 

 

 

◆キャンペーン情報◆ 

 

上記「発症予防のための組織改善プログラム」の 

リリース記念キャンペーンを期間限定で実施します。 

最大 50％OFF の大変お得なキャンペーンです。 

ぜひご検討ください！ 

 

◆キャンペーン内容 

 「発症予防のための組織改善プログラム」サービス 

 リリース記念として期間限定「早割」キャンペーン。 

 

 プログラム利用料通常 30,000 円（1名様・税別）のところ 

 2019 年 12 月末までのお申込で 15,000 円（50%OFF!） 

 2020 年 3 月末までのお申込で 21,000 円（30%OFF!） 

 

 次年度以降もプログラムご利用の場合、 

 上記割引率を引き続き適用させていただきます。 

  

◆弊社 HP ピックアップニュース 

 https://counseling.st/ 

  

◆詳しくは弊社担当コンサルタントにお問い合わせください。  

 

 

◇━━━━━━━‥‥・・・・・・・‥‥━━━━━━━━◇ 

３．常勤産業医、保健師等求職者のご案内 
◇━━━━━━━‥‥・・・・・・・‥‥━━━━━━━━◇ 
 

現在弊社へお問い合わせいただいております常勤産業医、保健師等の求職者情報を 

ご案内いたします。詳細についてお知りになりたい方はぜひ弊社担当にご連絡いた 



だくか、このメールにご返信ください。 

 

（希望職種 年代性別 勤務希望地 専門） 

 

〇常勤産業医 70 代男性 京都近辺希望 病理 

〇常勤産業医 30 代男性 全国対応可  精神科 

〇常勤産業医 50 代男性 東京希望   内科 

〇保健師 30 代女性 京都近辺希望 産業保健師 

〇保健師 30 代女性 東京希望   産業保健師 

〇保健師 40 代女性 東京希望   産業保健師 

〇保健師 30 代男性 東京希望   産業保健師 

〇保健師 40 代女性 東京希望   産業保健師 

 

 

◇━━━━━━━‥‥・・・・・・・‥‥━━━━━━━━◇ 
４．メンタルヘルス ニュースピックアップ 
   最新の情報やメルマガの内容に関連のある情報を 
   お伝えします 
◇━━━━━━━‥‥・・・・・・・‥‥━━━━━━━━◇ 
 

 

     ILO「2019 年暴力・ハラスメント条約（第 190 号） 

及び付随する同名の勧告（第 206 号）が採択されました 

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^ 

 

ILO（国際労働機関）が「2019 年暴力・ハラスメント条約（第 190 号）」及び付随 
する同名の勧告（第 206 号）を採択しました（2019 年 6 月 21 日）。 

 

暴力やハラスメントの発生場所に関しては、職場内のみならず休憩場所や出張中、 

研修中、通勤中、通信コミュニケーションの過程などを含むと規定され、対象につ 

いては契約上の地位に関わらずあらゆる労働者（研修中の人やインターン、見習い 

実習生、雇用契約が終了した労働者、ボランティア、休職者、求人広告への応募者 

なども含む）とされています。 

 

国内で 2019年 5月 29日に成立したパワハラ防止法（「女性の職業生活における活 
躍の推進に関する法律等の一部を改正する法律」）は、パワハラ行為を直接禁止す 
るものではありませんでしたが、ILOのこの条約は批准国を法的に拘束しますので、 
パワハラ行為自体を禁止する上で大きな決定となりました。 
 
（参考） 
第 108回ＩＬＯ総会閉幕：画期的な条約、宣言などを採択 
https://www.ilo.org/tokyo/information/pr/WCMS_711458 
 
International Labor Conference 
https://www.ilo.org/wcmsp5/groups/public/---ed_norm/---relconf/documents/meet 
ingdocument/wcms_711570.pdf 
 
 

☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
 
今月は体内時計に関する研究をご紹介します。メンタル不調の初期には睡眠障害が 

みられることが多いです。弊社 my-Mental のセルフケア情報などでは睡眠改善の 

ために、朝起きたときにはカーテンを開け日光を浴びることで体内リズムを整える 

ようアドバイスしています。本研究は、体内時計に関する新たな研究です。是非お 

読みください。 

 

 

体内時計を安定化する新しい仕組みを発見 
  －高温で波形がひずむことで体内時計の周期は保たれる－ 



^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^ 

 

理化学研究所（理研）数理創造プログラムの儀保伸吾特別研究員と黒澤元研究員の 
研究チームは、体内時計が温度によらず約 24時間周期で時を刻むメカニズムには、 
生体分子の振動波形のひずみが重要であることを発見しました。 
本研究の成果は、これまでの体内時計の研究にはない新しい着眼点です。今後、生 
体分子の時系列波形についての高精度な測定による実験検証が行なわれれば、波形 
の解析による体内時計の詳細なメカニズムの解明につながると期待できます。 
地球上の多くの生物は、地球環境の 1日の変化に適応するために、約 24時間周期 
の体内時計を持っています。生物の体内時計は、化学反応のネットワークによって 
構成されています。一般に、温度が高くなるほど化学反応は速く進みますが、体内 
時計の周期は温度によらず約 24時間でほとんど変わりません。この性質は、「体内 
時計の温度補償性」と呼ばれています。 
今回、研究チームは、体内時計の数理モデルを解析し、化学反応の速さと体内時計 
の周期との関係式を導き出しました。その結果、温度が高くなっても周期が安定で 
あるためには、温度が高くなるとともに生体分子の振動波形がサイン波よりひずむ 
ことが必要であるということが分かりました。 
 
Shingo Gibo, Gen Kurosawa, "Non-sinusoidal Waveform in  
Temperature-Compensated Circadian Oscillations",  
Biophysical Journal, 10.1016/j.bpj.2018.12.022 
 

 
   ※プレスリリースより一部抜粋して掲載しております 

    https://www.riken.jp/press/2019/20190221_1/ 
 

 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 
【個人情報保護方針】 
 個人情報の取扱いについて、以下の内容をご確認ください。 
 １、当社は、個人情報の適切な管理に取り組みます。 
 ２、当社は、あらかじめお客様からご了解いただいている場合や 
   法令で認められている場合を除き、当サイトを通じて知りえた 
   個人情報を第三者に提供または開示いたしません。 
 ３、当社は、関連する法令、その他の規範を遵守します。 
…………………………………………………………………………………………… 
★ご感想、お問い合わせ、メルマガ配信先変更、解除の手続きは 
 こちらまでお願いします。 
 magazine@mymental.net 
 ※解除の場合は、（貴社名 ／ ご連絡先 ／その理由） をご記入ください。 
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